
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和5年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○言語活動を充実させ、主体的な学び
を重視した授業を推進

○「話し合いや発表などをとおして学習
への意欲が高まった」と答えた生徒85％
以上

・HR時にスピーチを行うとともに、読書の
習慣化を図る。
・各教科で主体的対話的で深い学びを
目指した授業研究会を実施する。 B

・朝スピーチ、ビブリオバトル、インターンシッ
プ等でスピーチを行った。朝読書も継続してい
る。
・商業科では、数回授業研究会（公開授業）を
行った。他教科では、今後行う予定。

B

・朝スピーチ、ビブリオバトル、インターンシップ等
の話し合い活動等でスピーチを行った。朝読書も
継続。
・すべての教科では公開授業を行うことはできな
かった。
・生徒からの肯定的な回答は９２％以上であった。

A

・85%指標が92%であれば達成している。
・今後も朝スピーチ、読書は、継続してほし
い。

〇教務主任
進路指導主事
各学年主任
各教科主任

○学科を超えた授業の工夫改善を図
り、生徒の学習意欲を高め、確かな学力
を育成

○「意味を持った言動を心掛ける」と答え
る生徒（3年生）80%以上
○「資格取得をとおして達成感を感じた」
と答えた生徒（1・2年生)85%以上

・「課題研究」を通して、学科間の垣根を
超えた創造性を身につけさせる。
・TT、ICTの活用、習熟度別指導により、
個に対応した指導を行う。

C

・学科間の垣根を超えたチーム編成が42%に
留まった。
・ＴＴ、ＩＣＴの活用はできているが、科目によっ
ては習熟度別の対応が難しい。

B

・「意味を持った言動を心掛ける」に対する肯
定的な回答は98%。
・「資格取得をとおして達成感を感じた」に対す
る肯定的な回答は97%。

A

・学力を育成するが目標を達成している。
・学業に向かう意欲を評価してよい。

○商業科主任
流通経済科主任
情報管理科主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○「高校生らしい『心遣い』の発言や他
者に対して思いやりや感謝の心をもって
接することができている」と答えた生徒
85％以上

・「情報処理」および「LHR」において、情
報モラル教育や人権教育を実施する。
・人権教育に関する講演会を実施する。

B

・「人権学習LHR」については、各学年の人
権・同和教育担当者と連携をとって、題材や
教材についてよく検討して実施することができ
た。
・人権学習に関する研修や各種イベントにつ
いて、生徒・職員への案内を行った。

B

・「高校生らしい心遣いの発言や他者に対して
思いやりや感謝の気持ちをもって接すること
ができた」と答えた生徒は98％で、数値目標
を達成することができた。人権学習LHRで取り
扱った題材や学習活動が適切であったと考え
る。

A

・数値目標を十分に達成している。 ○人権・同和教育担当者
ICT情報リーダー
各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員80％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルの周知・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に３回以上行う。 B

・いじめの訴えがあったら、その日のうちに関
係者が集まり、覚知するようにした。
・11月までに、いじめ対策委員会を4回、９月
に職員研修会を行った。 A

・いじめの訴えがあれば、主な関係職員が集
まり、すぐに会議を行うよう変更した。その後
の対応もスピーディに行うことができた。
・いじめの早期発見に努めていると答えた生
徒・保護者は９５％以上だった。

A

・今の状況から判断してはどうでしょうか。 〇教育相談
生徒指導主事

◎ふるさと佐賀への思いを醸成するため
の教育活動

◎「佐賀に誇りや愛着を感じる・どちらか
というと感じる」と回答した生徒85％以上

・郷土学習資料や「佐賀語り」等を活用し
た授業や特別活動を行う。
・地元企業の魅力を伝えるキャリア教
育、就職活動の支援を行う。 B

・講演会を実施。「佐賀語り」を活用した学習
や発表活動も行った。
・地元企業を中心に就職支援をしている。ま
た、地元企業の方を招聘し、２年生を対象に
キャリア教育を12月に実施した。

A

・「佐賀に誇りや愛着を感じるどちらかというと
感じる」と回答した生徒85％。
・１２月に地元企業の方を招聘し、２年生各学
科やコースに応じた体験的キャリア講話を実
施した。２月に１年生は地元企業を訪問し、事
業所見学を行った。

A

・数値目標を十分に達成している。
・地域に誇りを思うことは大切、今後も地元企
業訪問を行ってほしい。

○教務主任
進路指導主事
学年主任

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。 ・交通講話を外部講師で年１回、職員で
年３回（各学期ごと）に実施する。
・生徒会と協力して、交通安全運動を毎
月１回行う。

B

・職員による交通安全に関する講話は６回、
外部講師による講話は10月に実施した。生徒
会と協力しての交通指導は、毎月1日に実施
している。
　自転車による交通事故が７件発生している
が、どれも軽微なものであり、生徒の被害は
軽い打撲や擦傷程度である。

B

・交通安全についての指導や外部講師による
講話は毎年実施している。これまでの事故件
数は7件であった、すべて軽微なものであった
ため問題はなかったが、校門前の横断歩道で
死亡事故があり、本校生徒が重大事故にあう
可能性もある。
　どういう場所が危険かを知り、危機回避がで
きるように指導していきたい。

B

・交通事故０の目標から過失がない事故を０
にするなどに目標設定を変えてもよいので
は。
・交通指導育ができている証拠である。
送迎車との事故防止を行ってほしい。

○生徒指導主事

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に良い食事をしている」生徒
95％以上

・食育に関するアンケートの実施（２回）
・食に関する講演会の実施

B
・目標値には届いていない（82.6％）が、食事
の重要性を理解している生徒は100%であっ
た。今後家庭との連携が必要である。
・講演会を実施し食に関する理解を深めた。

B
・県の食に関する意識調査でも、食の重要性
を理解している生徒は100%であった。
保健だよりを活用して、食に対する意識の向
上に努めた。

B
・食事の大事さの意識と食生活の行動があっ
ていない。

○保健主事
家庭科
食育推進担当者
生徒指導主事

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・年休取得を推進する。
・定時退勤日及び閉庁日を設定する。
・時間外の多い職員に対し、業務内容の
確認と指導を行う。

B

・年休取得は、積極的に取得している。
・閉庁日は、3日間設定した。しかし、月曜日を
定時退勤日にしているが守れていないので、
推進していく必要がある。
・時間外勤務の多い職員に対し、業務内容を
確認し、役割分担と部活動の休養日について
指導した。

B

・年休取得については、平均１２．６８日で積
極的に取得している。
・アンケートで８０％の職員は、業務の効率化
を図り、時間勤務の削減に努めていると回答
した。しかし、校務分掌業務や部活動指導で
一部の職員に、時間外勤務が多かった。
・業務内容を精査し、一部の職員に負担がか
からないよう工夫ししていく必要がある。

B

・評価はそのままでよい。 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○心身ともに健康な生徒と
安全安心な学校づくり

○心身ともに健康な生徒と安全安心な
学校づくり

〇健康に関するアンケートで「心身とも
に健康である」と回答する生徒85％以
上。

・保健だよりを用いて、心と体の健康に
ついて情報発信をする。
・子どもたちが興味を持ちそうな掲示物
を作成し保健室や教室に掲示する。

A
・養護教諭が季節ごとの留意点やトッピクスの
情報提供を行っている。
・保健室前のスペースを利用し情報提供を
行っている。

A
・「心身ともに健康である」と回答した生徒は
97％であり、目標値を大幅に超えることができ
た。・SCと相談者の信頼関係が構築され、定
期的に相談に来る生徒や保護者が増加した。

A
・数値目標を十分に達成している。 〇保健主事

生徒指導主事
事務主任

○学習意欲を高め、確かな
学力習得と進路実現

○学習意欲を高める授業づくりと指導方
法の改善

○生徒・保護者が希望する進路の実現

○授業評価アンケート項目「授業に対す
る準備が万全であり先生の熱意が感じ
られる授業である。」で肯定的な回答90%
以上。
○生徒・保護者が希望する進路実現
100%。(3年生)

・各教科で主体的対話的で深い学びを
目指した授業研究会を実施する。
・地元企業への訪問や情報交換を重点
的に行う。
・四年制大学等進学希望者に進学補習
を実施する。

B

・各教科で公開授業が計画、実施されてい
る。
・地元企業への訪問や情報交換を積極的に
行っている。
・四年制大学等進学希望者に進学補習を実
施し、計画的に指導を行っている。

B

・アンケートの結果「授業に対する準備が万全
であり先生の熱意が感じられる授業である。」
は肯定的な回答95%で数値目標を達成した。
・地元企業への訪問や情報交換を行った。
・四年制大学等進学希望者に進学補習を実
施し、計画的に指導を行った。
・アンケートの結果、生徒・保護者が希望する
進路実現は99%だった。(3年生)

B

・生徒・保護者が希望する進路実現100%と
なっているので、評価はそのままでよい。

〇進路指導主事
各学年主任
各教科主任

★地域に貢献できる人材
育成

★商業教育のトップランナーとして地域
に貢献できる人材育成を図る
★異世代交流を率先して行う人材育成
を図る

★「地域課題の解決に向け、主体的に取り
組んでいる」と 答える生徒（３年生）80％以
上
★「インスタグラムやホームページ等で本校
の魅力を情報発信している。」と答える保護
者90%以上
★自分の学校を中学生に勧めることができ
る生徒の割合78%以上、教職員の割合85%
以上

・「課題研究」の共通テーマを「地域×商業」
とし、学科・コースの専門分野を生かした調
査研究や作品制作活動を行う。
・全職員と生徒の広報委員による情報収集
を行い、、定期的に発信する。
・各人の専門性を活かし、小中学生との交
流事業を実施する。

B

・ほとんどの生徒が地域にできることを考えて
テーマ設定を行っており、積極的に活動して
いる。
・週に１～２度、インスタグラムでの情報発信
を行っている。
・プログラミング教室（小学校）、会計教室（中
学）を実施し、次年度以降も継続してほしいと
の声を戴いている。

A

・「地域課題の解決に向け、主体的に取り組ん
でいる」に対する肯定的な回答は98%。
・「インスタグラムやホームページ等で本校の
魅力を情報発信している。」に対する肯定的な
回答は96%。
・自分の学校を中学生に勧めることができる
生徒の割合87%、教職員の割合100%。

A

・数値目標を十分に達成している。

○商業科主任
流通経済科主任
情報管理科主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・総合評価すると、それぞれの項目の数値目標を概ね達成することができた。次年度も、職員の資質向上を図るとともに、保護者、関係機関と連携を密にし、個の課題に迫った授業を充実させ必要とされる唯一無二の誇り高き学校づくりに努める。
また、本校の魅力を学校公式インスタグラムや学校ホームページ等で発信していく。

主な担当者

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

●健康・体つくり

心身ともに健康で逞しく、「志学・友愛・創造」の精神を重んじ、専門的知識と技術の習得を基に社会に貢献し愛される人材を育成する。

３　本年度の重点目標

①心身ともに健康な生徒と安全安心な学校づくり

②学習意欲を高め、確かな学力習得と進路現実を図る

③地域に貢献できる人材育成を図る

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀県立鳥栖商業高等学校

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

１　前年度

　　評価結果の概要

・総合評価すると、それぞれの項目の数値目標を概ね達成することができた。次年度も、職員の資質向上を図るとともに、保護者、関係機関と連携を密にし、個の課題に迫った授業を充実させ必要とされる唯一無二の誇り高き学校づくりに努める。
また、本校の魅力を学校公式インスタグラムや学校ホームページ等で発信していく。

２　学校教育目標


